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　Parents who have preverbal age infants interact with their children through nonverbal communication. Although tactile organs 

are the most developed at the birth and are culturally prevalent, nonverbal communication through touch has been comparatively 

neglected. The aims of this article are followings. Firstly, we will overview several types of tactile communication between infants 

and parents. Secondly, we will explore the significance of touch through reviewing the literature of touch care and the literature 

about communicative functions of touch. Finally, future direction of parent-infant tactile are explored.
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第１章　はじめに

赤ちゃんを取り巻く大人はまだ言葉を話さない赤

ちゃんとどのようにやり取りを行い，意思伝達をおこ

なうのだろうか。前言語期にある乳児に対する養育者

からのコミュニケーションは，非言語的なものであ

る。そのような非言語的なコミュニケーションの主要

なものでありながら，注目されてこなかったものとし

て親子間での皮膚接触を通したコミュニケーションが

あげられる（Hertenstein, Verkamp, Kerestes, & Holmes, 
2007）。Hertenstein et al.（2007）によれば，皮膚感覚
は乳児が生まれた時に最も発達している感覚器官であ

り （Field, 2001），抱っこなどがありふれた行動である
のに加え，養育者からの分離と接触の繰り返しを通し

て乳児は空間や時間の感覚を学んでいることから，養

育者と乳児の間での皮膚接触（タッチ）は非言語的コ

ミュニケーションの基盤をなすものであると考えら

れる。また，これまでの非言語的コミュニケーショ

ンの研究では視覚・聴覚への注目が多くなされてき

たが , 視線を通したコミュニケーションは必ずしも文
化普遍的であるわけではないことが指摘されている

（Hertenstein et al., 2007; Botero, 2016）。例えば，南メ
キシコでの生後１年目の子どもに対しては，母親は子

どもの顔をみて話しかけるということをほとんどする

ことがなく子どもの視覚を刺激する形での相互作用が

少ないようである（Botero, 2016）。一方で，用いられ
る皮膚接触のタイプについての文化差はあることが示

唆されているものの（e.g. Low et al., 2016），皮膚接触
を通した親子間でのコミュニケーションは文化普遍的

にみられ，前言語期の親子コミュニケーションを考え

る上では欠かせないものであると考えられる（Botero, 
2016）。本レビューでは，乳幼児と養育者の間で用い
られる様々なタッチを整理し，特にタッチの意義が確

認されてきたと考えられるマッサージセラピーの子ど

もの発達への効果を概観する。その後，タッチを介し
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た親子間コミュニケーションに注目し，マルチモーダ

ルなコミュニケーションにおいてタッチがもつ機能に

関しても検討を行うこととする。

第２章　様々なタッチ-親子間の皮膚接触をどうとら
えるか

Ａ　形態的な分類

一言で親子間でのタッチといっても実に多様な皮膚

接触の仕方がある。ここでは先行研究が親子間での多

様な皮膚接触をどのように捉えてきたか紹介する。ま

ず，親子間での皮膚接触を，その形態的な特徴から分

類する方法がある。麻生・岩立（2010）は月齢４か月
の子どもをもつ養育者の皮膚接触の形態的な特徴にも

とづき様々な皮膚接触を分類している。例えば，抱っ

こに関わる「抱き上げ」「抱きしめ」「抱き上げて静か

にゆらす」「抱き上げて荒らしく揺らす」「支え抱き」，

「さわる」「なでる」「さする」「つっつく」「たたく」「く

すぐる」「ふる」などが挙げられている。Abu-Zhaya, 
Seidl, & Cristia（2017）も同様に皮膚接触の形態的な
特徴にもとづき分類している。

Ｂ　文脈の意味による分類

タッチの形態的特徴だけでなく，同時に関心がもた

れるのは皮膚接触の文脈的な意味である。文脈にもと

づいたタッチの機能や文脈との適合について，上述し

た麻生・岩立（2010）では「遊び場面」「泣き場面」「授
乳場面」「寝かしつけ場面」の養育場面によって同じ

形態的特徴を持つタッチであっても異なる文脈的意味

を付与されているようである（麻生・岩立，2011）。
例えば遊び場面においてつっつく・ふる・くすぐる・

つまむ・たたくは「遊びのタッチ（Playful touch）」と
されているが，泣き場面においてはつっつく・ふる・

くすぐる・つまむ・マッサージは「侵襲的なタッチ

（Intrusive touch）」とされている。さらに，Crucianelli 
et al. （2018）は乳児のシグナルにたいして随伴的な
タッチであるか否かという基準を設けて親から子への

皮膚接触を分類している。皮膚接触を子どもではなく

モノに向けた行動から偶発的に生じた皮膚接触を「偶

発的なタッチ」とし，一方で乳児にむけられた皮膚接

触を「意図的なタッチ」としている。さらに意図的タッ

チは，手を乳児の上でやすめるなどの消極的な皮膚接

触である「静態的なタッチ」，着衣脱や姿勢の変化等

生活の中で生じる「道具的なタッチ」，親と子の親密

さの感覚を与える「情緒的なタッチ」に分けられ，特

に最後の情緒的なタッチに関しては，軽く優しく活発

な接触や行動を促す皮膚接触，くすぐり等の乳児の体

験に一致しておりポジティブな情動を引き出す「随伴

的なタッチ」と，子どもの行動の制限を行う荒々しい

くすぐりなどの子どもの体験にたいして随伴的でなく

侵襲的で粗雑な「非随伴的なタッチ」に分類される。

Ｃ　Ｃ触覚繊維と「情緒/社会的　タッチ」
近年特に注目されている皮膚接触の種類としてC触

覚繊維システム（C-tactile fibers system）を生理的基
盤とする「情緒的タッチ（Affective touch）」あるい
は「社会的タッチ（Social touch）」がある（ e.g. Gliga, 
Farroni, & Cascio, 2018; McGlone, Wessberg, & Olausson, 
2014; Crucianelli, & Filippetti, 2018）。このようなC触
覚繊維をターゲットとした情緒 /社会的タッチは，触
れられたほうだけでなく，触れた方も含め安心感や感

覚を生じさせ，アタッチメントなどのボンディング形

成に資するとともに，自己と外界，自己と他者の境目

の感覚を生じさせることで身体的な自己知覚の発達に

おいて重要な役割を果たす想定され，摂食障害の治療

の鍵として注目を集めている（McGlone et al., 2014; 
Crucianelli & Filippetti, 2018; Botero, 2016）。
Ｃ触覚繊維は人の皮膚の大部分をしめる有毛皮膚に

多く存在し，モノの識別に関わる迅速な「弁別的な

タッチ」にたいして，およそ1-10㎝ /sとゆっくりで軽
くやさしい愛撫にたいして最も敏感である（Arckeley 
et al., 2014）。また人においては，人肌の温度の時
に最もＣ触覚繊維が発火しやすい（Arckeley et al., 
2014）。またＣ触覚繊維の発火は皮膚接触に対する
快感の報告と相関することが報告されている（e.g. 
Arckeley et al., 2014）。
乳児や子どもについてもこのＣ触覚繊維の重要性は

確認されているようである。Croy, Sehlstedt, Wasling, 
Ackerley, & Olausson （2017）によれば，５歳－12歳の
子どもに対して，0.3㎝ /s（C触覚繊維に対して遅い），
3㎝ /s（C触覚繊維に最適），30㎝ /s（C触覚繊維に対
して早い）の様々なタッチを行い，子どもの快感の報

告を検討したところ，５歳―12歳の子どもにおいても
C触覚繊維に対して最適な３㎝ /sの速さのタッチに対
して最も多く快感の報告を行った。また，乳児につい

てもブラシを使用してＣ触覚繊維を発火させるような

タッチを行ったところ，月齢９か月児の心拍数を減ら

したり（Fairhurst, Löken, Grossmann, 2014），睡眠時の
月齢１か月児の島皮質の活性化との関連がみられたり

する（Gliga et al., 2018）。
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一方で，特に大人の場合はＣ触覚繊維をターゲット

としたタッチから生じる快感には様々な文脈要因が関

わっていることが指摘されており，また，くすぐりな

どのプレイフルなタッチもまた十分に社会情緒的な要

素もあることから（Ishijima & Negayama, 2017），社会
的 /情緒的タッチをＣ触覚繊維ベースに定義してもよ
いのかという指摘もある（Gliga et al., 2018）。とくに
上述のように親子間での社会的な相互作用がより双方

向的になり複雑化する月齢６か月以降に情緒的なタッ

チが減り，プレイフルなタッチが増えることを考慮す

るならば（Feber et al., 2008），Ｃ触覚繊維をターゲッ
トとしたタッチを社会 /情緒的タッチの重要性は認め
つつも，より多様なタッチに関しても注意が払われて

もよいのかもしれない。

第３章　タッチの仕方に関わる要因

タッチの行い方や用いるタッチタイプの多寡につい

ては，当然その場面によってことなると考えられるが

（麻生・岩立，2006，2010），個人の特徴によって用
いられるタッチのタイプが異なることもある。まず，

初産婦と経産婦によって子どものへのタッチの仕方が

異なることが示されている。たとえば，Feber（2004）
によれば，マタニティーブルーのない経産婦は情緒的

なタッチから抱っこまで様々なタッチを多く用いるの

に対し，初産婦は抱っこによるタッチが多くをしめて

いた。一方で麻生・岩立（2016）においては，初産婦
の方が経産婦よりも，遊びのタッチや泣きと寝かしつ

けの愛情的タッチ，授乳と寝かしつけの手段的タッチ

が多いことがわかった。出産経験や育児経験がその後

の養育者のタッチの経験についてどのように関連する

のかについてはその知見の方向性は一致していない。

次に，育児ストレスや養育者の抑うつや母親の産後

うつが，子どもへの皮膚接触を減らしたり，侵襲的な

タッチを多くしたりすることが示唆されている（e.g. 
麻 生・ 岩 立，2006，2016，Feber, 2004; Feber et al., 
2008; Aso & Iwate, 2016; Herrera, Reissland, & Shepherd, 
2004）。例えば，子ども関連の育児ストレスの多い母
親は，授乳場面と寝かしつけ場面においてつまむ・

振るなどのある種侵襲的なタッチの多さと正に関連

し（麻生・岩立，2006），母親関連育児ストレスが高
いほど遊び場面における愛情的なタッチやプレイフル

なタッチが少なくなるという関連が見られた（麻生・

岩立，2016）。また，マタニティーブルーを経験した
母親は初産婦・経産婦いずれにおいても子どもへの

タッチが少なかった（Feber, 2004）。また，Herrera et 
al.（2004）によれば，産後うつを経験する母親のタッ
チと産後うつを経験していない統制群の母親を比較し

たところ，年齢とタッチの多さの交互作用がみられ，

月齢６か月時点では乳児に対する直接的なタッチも抱

き上げもいずれも抑うつ群において少なかったが，月

齢10か月時点においては子どもへのタッチや抱き上
げが多かったことから，抑うつをもつ母親の子どもへ

のタッチ行動は月齢とともに変化し低月齢児は皮膚接

触行動が少ないが，子どもの運動発達が高まる月齢10
か月時点では子どもの行動の抑制のためにタッチが使

用されるようになったと考察されている。

最後に子どもの発達によって，タッチの行われ方

が異なる可能性も示唆されている。Ferber, Feldman, & 
Makhoul（2008）は月齢３か月，月齢６か月，月齢９
か月，月齢12か月の親子131組を対象に横断的にタッ
チのタイプの変化について検討したが，月齢６か月以

降から「情緒的なタッチ」や「道具的なタッチ」が

減り，「プレイフルなタッチ」が増加していたようで

ある。また，Ishijima & Negayama（2017）は月齢５
か月と月齢７か月の子どもとその母親のくすぐり遊

び（プレイフルなタッチ）の様相について検討したと

ころ，月齢７か月の乳児においてくすぐったがるこ

と（Ticklishiness） がより増加し，それは母親の方を
見つめるという子どもの社会的行動の多さと関連して

いた。また月齢７か月の親子において，くすぐりを予

期させたり，歌にのせてくすぐりを行ったりする文脈

のあるくすぐり（narrative ticling）を多く用いていた。
このことからタッチのタイプや質についても月齢や子

どもの発達に併せて，その随伴性や意味が変化し，用

いられる回数も増えるのかもしれない。

第４章　親子間タッチとその意義：マッサージセラ

ピー研究から

親子間での皮膚接触は子どもの発達やタッチを行

う親にとってどのような意味を持ちうるのであろう

か。親子間での皮膚接触の意義はタッチセラピーの介

入研究によって明らかにされてきた。しかし，日常生

活の中で見られる親子間での皮膚接触もまた重要であ

ると考える。そこで以下では，タッチケア研究を概観

するとともに親子間のタッチコミュニケーションに

ついて概観する。低体重出生児などNICU（Neonatal 
Intensive Care Unit；新生児集中治療室）に入る子など，
皮膚接触が剥奪される子どもたちに対してタッチセラ
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ピーが子どもの心身の発達を企図して行われてきた。

タッチセラピーの中には，裸もしくはおむつを付けた

赤ちゃんを服の下で直接大人の胸の位置で抱くカンガ

ルーケア（Field, 2001）や人の手による赤ちゃんの皮
膚感覚を刺激しながら行われる体系的な皮膚接触であ

るマッサージ（Abdallah, Badr, & Hawwari, 2013）が含
まれる。以下では，タッチセラピーのうちマッサージ

に焦点をあて，子どもの発達への影響や養育者への影

響について概観する。

Ａ　子どもの発達への効果

低出生体重児に対するマッサージは，身体の健康

や発達を保障する効果をもつようである。例えば，

体重増加（e.g. Field et al., 2004; Ang et al.,2012）や
痛みへの反応の低下（e.g. Diego, Field, & Hernandez-
Reif, 2009），体温の上昇（e.g.Diego, Field, & Henandez-
Reif, 2008），睡眠パターンの改善（e.g. Guzzetta et al., 
2011），免疫機能の向上（e.g. Ang et al., 2012），コル
チゾール値の低下から推測されるストレスの減少やス

トレス行動の減少（e.g.Hernandez-Reif, Diego, & Field, 
2007）があげられている。また，認知的発達への効
果を検討したも研究ある。Abdallah et al. （2013）は，
NICU入院中の低体重出生児66人をマッサージを受け
る実験群とマッサージを受けない統制群にランダム

に割り当てマッサージの長期的・短期的帰結を検討

した。実験群は授乳後１時間後に10分のマッサージを
受けた。短期的帰結としては体重の増加と痛みへの反

応，入院日数が検討され，長期的帰結としては月齢12
か月時点での精神発達と授乳時間の長さが検討され

た。その結果実験群においては，痛み反応が減ってお

り，月齢12か月になった時の高い神経発達が見られた。
Underdown et al.（2010）の身体的には健康な月齢

６か月以下の子どもたちをサンプルとしたマッサージ

の効果に関する研究のメタ分析においても，乳児の睡

眠パターンやストレス・ホルモン，身体的成長への効

果が検討されている。マッサージを受けた介入群は統

制群にくらべ，活動のピークがより望ましいもので

あった（介入群は午後３時―午後７時；統制群は午前

11時―午後３時）。また，泣きの頻度が介入群では有
意に減り，動睡眠（レム睡眠）が増加した。また，メ

タ分析の結果介入群の乳児は有意により長い時間ねむ

り，夜間の覚醒の頻度少なく，その時間も短かった。

以上からマッサージは身体的な健康な乳児の睡眠パ

ターンの形成に関しても有効なものであると考えられ

る。一方で，体重の増加については４つの中国外の研

究のメタ分析を行ったところ，介入群と統制群との間

に有意な差はなかった（Underdown, et al., 2010）。マッ
サージの質を評価された10の介入研究においては，介
入群に有意な体重の増加がみられた。体重の増加につ

いては身体的に健康な子どもにおいてはその効果につ

いては知見の方向性が一致せず，その質がより重要に

なってくるのかもしれない。また，Trivedi （2015）の
メタ分析によれば，健康な月齢６か月以下の乳児に対

するマッサージの身体発達および精神発達への効果

は，リスクバイアスを考慮すると効果は失われしまっ

たことから，月齢６か月以下の乳児に対するマッサー

ジはそのリスクが低い場合，十分な効果があるという

わけではないのかもしれない。

Ｂ　マッサージと親への効果および親子相互作用への

効果

上述のように養育者の抑うつや育児ストレスはタッ

チの多寡や質を予測すると示唆されたが，子どもへの

マッサージは子どもの心身の発達だけでなく，養育者

に対してもポジティブな影響をもつことが示されてい

る。抑うつの養育者の子ども（月齢１か月―月齢３か

月）を対象に６週間にわたってマッサージを行ったと

ころ，子どもの睡眠パターンが改善し，唾液中のスト

レスホルモンが大きく減少し，あやされやすさ，社交

性，情動性等の気質上の育てやすさの得点が上がって

いたことから，Field et al.（1996）は，マッサージを
行うことで睡眠時間が長くなり，気質的に穏やかにな

り，母親と積極的にかかわるようになり，母親にも

ポジティブな影響があるのではないかと想定してい

る（ただし，この研究で抑うつの低減などは扱われて

いない）。実際に，Feij et al.（2006）において，NICU
に子どもが入った母親40組の母親をランダムに自分
の子どもにマッサージを行う群とマッサージをしてい

るところを観察する群に割り当てたところ，マッサー

ジの実施・介入後は両群とも抑うつ得点が低かった

が，マッサージを行った群において特に不安の得点が

有意に低くなっていた。また本邦においても，山本・

三嶽・小笠原・永井・山口（2008）においても，新
生児とその母親110組を対象に１か月のマッサージを
行う介入群とマッサージを行わない統制群を設けて，

マッサージの母親の対児感情への影響を検討した。そ

の結果，低体重出生児の母親，25歳未満の母親，人工
栄養主体の母親において，子どものへの接近感情の上

昇がみられた。また，非低体重出生児の母親において

も一日10分20日以上のマッサージを子どもに対して
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行うことで育児不安が有意に低減した（渡辺，2013）。
自分の子どもに対するマッサージは，アタッチメ

ントにも好ましい影響を与える可能性がある。Gürol 
& Polat（2012）は健康な初産婦と乳児を対象に，57
組の一日15分38日子どもにマッサージを行う介入群
と60組の統制群を設け，質問紙によって測定された
親子間でのアタッチメントの得点の変化を検討した

ところ，介入群において有意に介入前後でアタッチ

メント得点の上昇がみられた。また，Shoghi, Sohrabi, 
& Rasouli（2018）において，NICUに入院中の新生児
とその母親40組を，母親が自分の子どもに一日15分
のマッサージを行う介入群とマッサージを行わない統

制群にランダムに割り当て，その効果を検討したとこ

ろ，介入群は統制群に比べて子どもに対してより愛情

的な行動を行っていた。

　以上から，養育者による乳児へのマッサージは，子

どもの心身の発達だけでなく，養育者の接近的な対児

感情を増加させ，抑うつや不安などのネガティブな感

情の低減において効果的であることが示されたと考え

られる。一方で，日常の中で見られる親子間での皮膚

接触はマッサージにとどまらない。次章では近年注目

をあつめる親子間でのタッチのもつコミュニケーショ

ンの機能に注目し，タッチコミュニケーションの重要

性について検討を行いたい。

第５章　親子間タッチの意義：タッチのコミュニケー

ションにおける機能

上述のように，親子間でのコミュニケーションの研

究においては視線に大きな注目が集められており，皮

膚接触を通したコミュニケーションへの注目は比較

的希薄であった（Botero, 2016; Akhtar & Gernsbacher, 
2008; Hertenstein et al., 2007; Hertenstein, 2002）。以下

ではHertenstein（2002）のタッチコミュニケーション
モデルを紹介した上で，タッチを通した親子間コミュ

ニケーションとしてタッチを通した情動調整及びタッ

チのモノ人に対する情報源としての利用に関する知見

を紹介する。また，こうしたタッチを通したコミュ

ニケーションは，元来マルチモーダルなものである

（Hertenstein, 2002）。そこで本章の最後には他の感覚
器官との組み合わせの中でタッチがどのような機能を

果たしうるのかについて検討する。

Ａ　Hertenstein（2002）のタッチコミュニケーショ
ンモデル

Hertenstein （2002）は親子間でのタッチのコミュニ
ケーション機能を定義している。タッチのコミュニ

ケーション機能とは，養育者のタッチによって乳児の

知覚や思考，感情や行動が調整されることである。そ

の際，必ずしも養育者は子供に対して何かの知覚や思

考や感情を伝えようと気にかけている必要はなく，コ

ミュニケーションを行う意図をもってタッチは行われ

なくてもよい。また，養育者の知覚・思考・感情状態

がタッチによってそのまま乳児の中に引きこされる

必要はない。Hertenstein（2002）は養育者の様々な質
をもったタッチから，乳児がポジティブな情動・ネガ

ティブな情動といった情動価や，怒り・喜びなどの基

本的感情，養育者がいるかいないかなどの情報を受け

取っていると想定している。乳児はタッチからどのよ

うに意味を抽出しているのだろうか。乳児は，タッチ

の特徴から直接的に意味を抽出するだけでなく，乳児

は条件付けなどの学習や記憶などの認知的なプロセス

を経て様々なタッチを文脈と照らし合わせてそのよう

な意味を抽出していると想定されている。Figure 1 に
Hertenstein （2002）のタッチコミュニケーションモデ
ルを示す。

Figure 1．タッチコミュニケーションモデル（Hertenstein, 2002の和訳）
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Ｂ　情動的なコミュニケーション

Hertenstein （2002）においてもコミュニケーション
で伝えられる内容として情動が重視されていたが，親

子間での情動調整への効果について多く知見が提出

されている。親子間でのタッチを用いた情動的なコ

ミュニケーションはStill-Faceパラダイムにおいて検
討されてきた（Jean & Stack, 2009; Moskowski, Stack, 
&Chiarella, 2009; Egmose, Cordes, Smith-Nielsen, Væver, 
& Køppe, 2018; Lowe et al., 2016） 。Still-Faceパラダイ
ムは，親と乳児の対面でのやり取りのエピソード，無

表情で子どもからの働きかけに応じない（しかし，子

どもの様子はみている）Still-Faceエピソード，再び対
面でのやり取りを行う再統合エピソードから構成され

る。通常Still-Faceエピソードは乳児にとってマイル
ドなストレスとなり，ネガティブな情動や養育者から

目をそらす，自己慰撫的な行動が増えるなどのStill-
Face効果が増すといわれている。しかし，養育者か
らのタッチはこのようなStill-Face効果を緩和させる
ことが知られており（e.g.Egmos et al., 2018），子ども
の Jean & Stack（2009）では月齢５か月の乳児と母親
40組を対象にStill-Faceエピソード前後のタッチを比
較したところ，子どもが苦痛を表出している間により

ゆっくりとなぐさめのタッチで増えていたことから，

養育者は子どもの苦痛を低減しようとなぐさめのタッ

チを多く用いたと考えられる。同様の結果は産後うつ

をもつ養育者の臨床群と統制群を比較したEgomos et 
al.（2018）においても得られており，乳児のネガティ
ブな情動の表出が見られる際はプレイフルなタッチを

抑制し，慰めタッチをより行うようになり，慰めの

タッチの後で最も子どものネガティブな情動の表出が

終了しやすいことが報告されている。

また，ポジティブな情動の誘発についても養育者

によるタッチは担う可能性が示唆されている。例え

ば，Lowe et al.（2016）では，プレイフルなタッチが
子どものポジティブ情動を増加させたり，Still-Faceエ
ピソードによって生じるストレス後のポジティブ情動

を増加させるのに最も多く用いられていたりしたこと

が報告されている。また，Egmose et al.,（2018）にお
いても同様にプレイフルなタッチの後に最も子ども

のポジティブ情動の表出がみられたことが報告され

ている。情動的コミュニケーションについては，こ

こでは養育者からの一方向的なタッチに注目したが，

Moskowski et al.（2009）やMantis, Stack, Ng, Serbin, & 
Schwartzman（2014）などは子どもからのタッチも考
慮しており，双方向性のタッチを介した情動コミュニ

ケーションを扱ったものもある。

Ｃ　情報源としてのタッチ

　Hertenstein & Campos（2001）によれば，養育者に
よるタッチの仕方によって子どもの物への接近の仕方

がかわる。36組の月齢12か月の乳児にたいして，母親
の乳児へのタッチの仕方の条件を変えてモノを提示し

た。実験群１では，指を緊張させた状態で乳児の腹部

を抱いた。実験群２では，弛緩させた状態で乳児の腹

部を抱いた。統制群では乳児と母親の皮膚接触は行わ

れなかった。その結果，実験群１では，統制群と実験

群２と比較して子どものモノが提示されたときに，モ

ノに触れることが少なく，触れるまで長い時間を要

し，よりネガティブな情動を表出していた。このこと

から，養育者による乳児のタッチはモノに対する評価

を伝え，それにより乳児のモノへの接近の仕方に変化

をもたらしうるのではないかと考えられる。また，調

査実施者がどのようなタッチを行うかによってその後

の実験調査者へのアイコンタクトや対面でのやり取

り時の情動が替わることを示した知見もある。Peláez-
Nogueras et al.（1997）では女性の調査実施者が月齢
２か月－4.5か月の乳児に対して体系的に撫でる条件
とくすぐりと突っつきを行う条件を個人内で経験させ

たところ，撫でる群において，その後のやり取りの場

面で調査実施者とアイコンタクトをしたり，笑顔を表

出させたり，発声をしたりと積極的にかかわることが

多かった。

Ｄ　マルチモーダルコミュニケ―ションの中でのタッ

チ

Hertenstein（2002）のタッチコミュニケーションモ
デルは，それぞれのタッチが意味をもち乳児に伝え

られるというモデルであるが，そもそもこのような

タッチはマルチモーダルなコミュニケーションの中で

意味は伝えられるのである（Hertenstein, 2002）。ここ
では，他の感覚器官との組合わせの中でタッチの機能

について示唆を得られると考えられる研究を紹介す

る。まず，音声入力に対してタッチの有無がその語彙

の特定に寄与するようである。月齢４か月の子どもは

調査実施者が人工語とともに乳児の体（肘・膝）に同

期的なタッチを行ったときに，より連続するスピー

チから当該の人工語を特定することができた（Seidl, 
Tincoff, Baker, & Cristia, 2015）。また養育者が身体の
部位のタッチと音声を同時に行うことが，子どもの身

体の部位に関する語彙の獲得の早さにつながっている
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のではないかと推測されている（Abu-Zhaya, Seidl, & 
Cristia, 2017）。このことから研究者らは，養育者によ
るタッチが言葉の境界線を特定する上で鍵となって

いるのではないか考えている。また，Dueker, Portko, 
& Zenlinsky（2011）の研究では養育者は玩具のある
実験室で様々なトピックについて月齢６か月の自分の

子どもについて話すように求められた時に，その場に

ある玩具について話す際は子供に対するタッチが減っ

ていたが，それ以外の話題（例 .今日はどんな気分か）
の時には，子どもへのタッチが増えていた。このこと

から，養育者は子どもの注意を引くためにタッチを用

いていたと考えられる。さらにDella Longa, Glica, & 
Farroni（2017）によれば，養育者が月齢４か月の子ど
もを優しくなでた時に呈示された顔の学習がすぐれて

いた。研究者はこれについて養育者によるタッチが注

目すべき社会的な情報を導き，社会的な情報の学習の

動機づけの強化子となっているという仮説を支持する

結果であると解釈している。以上の知見を踏まえると

複数の感覚器官の入力の中で，それ自体が特定の意味

を子どもに伝えるだけでなく，視覚や聴覚等の他のモ

ダリティーとの組み合わせの中である特定の刺激に対

して子どもの注意を向させるという形でも機能するの

かもしれない。

第６章　タッチ研究の展望

本レビューでは，様々なタッチを整理したのちに，

タッチの重要性に関してタッチケア研究およびタッチ

のコミュニケーションにおける機能について概観する

ことで検討した。タッチケアの介入研究についてはす

でに知見が積み重ねられており，子どもの心身の発達

や養育者の精神的な健康に好ましい影響をもたらすこ

とが示唆されており，特に低体重出生児やリスクが高

い場合に効果が高いようである。一方で近年親子間で

のタッチのコミュニケーションの機能に注目が集まっ

ており，さまざまなタッチが子どもの情動を変化させ

たり，モノや人に対する行動を変化させたりすること

が示唆されている。また，タッチによるコミュニケー

ションはマルチモーダルなものであるが，その中でも

タッチは特定の情報に注意を向けさせる機能があるの

かもしれない。今後の研究の展望としては，第一に優

しくゆっくりと撫でるようなタッチからプレイフルな

タッチと様々なタッチがある中で，それぞれがどのよ

うな機序をもって親子間でのコミュニケーションで機

能しているのか整理される必要があるだろう。第２に

タッチを含むマルチモーダルなコミュニケーションに

ついて，その多寡や組み合わせの差など親子間に個人

差があるかもしれない。今後はそのような個人差を明

らかにしていく研究も求められるだろう。
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